
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
の
法
蔵
真
撰
説
に
対
す
る
疑
義

ウ
ィ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム
・
ダ
ニ
エ
ル

問
題
の
所
在

　

法
蔵
の
著
作
と
し
て
伝
わ
る
文
献
の
中
に
は
、
偽
撰
乃
至
偽
撰
と
疑
わ
し
い
文
献
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
。
そ
れ
ら
を
真
撰
と
し

て
取
り
扱
え
ば
、
法
蔵
教
学
へ
の
誤
解
に
繋
が
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
で
い
う
「
偽
撰
」
に
は
法
蔵
に
仮
託
さ
れ
た
文

献
と
後
に
法
蔵
撰
と
し
て
伝
え
た
別
人
の
著
作
と
い
う
二
通
り
の
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。「
法
蔵
選
」
と
す
る
著
作
群
の
中
、

先
行
研
究
に
お
い
て
偽
撰
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
次
の
十
一
部
で
あ
る
。
列
順
は
先
に
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
番
号

に
、
後
に
『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
の
番
号
に
し
た
が
う
。

①
『
大
乗
起
信
論
別
記
』（T

44, N
o1847

）

②
『
華
厳
策
林
』（T

45, N
o1872

）

③
『
華
厳
経
問
答
』（T

45, N
o1873

）

④
『
華
厳
経
明
法
品
内
立
三
宝
章
』（T

45, N
o1874

）

⑤
『
修
華
厳
奥
旨
妄
尽
還
源
観
』（T

45, N
o1876

）

⑥
『
華
厳
遊
心
法
界
記
』（T

45, N
o1877

）
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⑦
『
華
厳
発
菩
提
心
章
』（T

45, N
o1878

）

⑧
『
華
厳
経
関
脈
義
記
』（T

45, N
o1879a

、『
華
厳
関
脈
義
記
』T

45, N
o1879b

）

⑨
『
華
厳
金
師
子
章
』（『
金
師
子
章
雲
間
類
解
』
所
収T

45, N
o1880

、『
華
厳
経
金
師
子
章
註
』
所
収T

45, N
o1881

）

⑩
『
大
乗
密
厳
経
疏
』（SZ21, N

o368

）

⑪
『
華
厳
経
普
賢
観
行
法
門
』（SZ58, N

o991

）

　

こ
れ
ら
の
著
作
は
、
法
蔵
の
真
撰
と
異
質
な
解
釈
や
構
想
な
ど
を
述
べ
な
が
ら
も
、
法
蔵
の
著
作
と
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
と
こ
ろ

に
問
題
が
あ
る
。
そ
の
要
因
は
「
法
蔵
」
の
名
を
冠
し
た
撰
号
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

上
記
の
十
一
部
に
対
し
て
、
法
蔵
の
真
撰
と
し
て
考
え
ら
れ
る
著
作
を
完
成
順
に
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
。
①
『
華
厳

一
乗
教
分
記
』（『
五
教
章
』）、
②
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』、
③
『
十
二
門
論
宗
致
義
記
』、
④
『
大
乗
起
信
論
義
記
』、
⑤
『
大
乗

法
界
無
差
別
論
疏
』、
⑥
『
寄
海
東
書
』（『
圓
宗
文
類
』
所
収
）、
⑦
『
華
厳
経
旨
記
』、
⑧
『
華
厳
経
探
玄
記
』、
⑨
『
般
若
心
経
略

疏
』、
⑩
『
入
楞
伽
経
心
玄
義
』
と
な
る
。
註
釈
書
類
が
②
・
③
・
④
・
⑤
・
⑧
・
⑨
・
⑩
の
七
部
、
華
厳
経
綱
要
書
類
が
①
と
⑦

の
二
部
、『
圓
宗
文
類
』
所
収
の
義
相
（
六
二
五
─
七
〇
二
）
当
て
の
書
簡
が
⑥
の
一
通
、
計
十
部
し
か
現
存
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

法
蔵
の
著
作
と
し
て
伝
わ
る
文
献
の
中
に
、
真
撰
よ
り
偽
撰
が
多
く
あ
る
こ
と
が
法
蔵
教
学
の
研
究
を
妨
げ
る
。
し
た
が
っ
て
、
著

作
の
前
後
関
係
、
成
立
年
代
、
資
料
批
判
、
と
り
わ
け
真
偽
の
検
討
が
法
蔵
の
教
学
を
正
確
に
理
解
す
る
上
で
必
須
で
あ
る
。
そ
の

中
、
近
年
で
は
緻
密
な
研
究
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
著
作
の
真
偽
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、『
華
厳
経
文
義
綱
目
』

（T
35, N

o1734

）、『
華
厳
経
義
海
百
門
』（T

45, N
o1875

）、『
華
厳
経
伝
記
』（T

51, N
o2073

）
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
考

証
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
論
攷
で
は
偽
撰
と
し
て
誰
も
が
疑
い
の
目
を
一
度
も
向
け
て
こ
な
か
っ
た
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』（
以
下
『
文
義
綱

①

②
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目
』）
の
偽
撰
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。『
文
義
綱
目
』
は
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
六
十
華
厳
』
の
七
処
八
会
の
綱
要
を
十
科
目
よ
り
述

べ
る
著
作
で
あ
る
。『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
三
十
五
巻
に
収
め
る
本
書
の
底
本
と
な
っ
た
仁
和
寺
蔵
天
治
二
年
（
一
一
二
五
）
の
写

本
、
お
よ
び
真
福
寺
大
須
文
庫
所
蔵
本
な
ど
の
古
写
本
は
撰
号
を
欠
く
が
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
の
刊
本
に
は
「
沙
門
釈
法
蔵

撰
」
と
す
る
撰
号
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
写
本
が
撰
号
を
欠
く
こ
と
は
、
後
世
に
撰
号
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

石
井
教
道
氏
、
木
村
清
孝
氏
、
吉
津
宜
英
氏
の
研
究
で
は
、『
文
義
綱
目
』
を
法
蔵
の
真
撰
と
す
る
前
提
の
上
で
、『
文
義
綱
目
』

と
『
華
厳
経
伝
記
』
と
の
相
互
引
用
、
地
婆
訶
羅
の
翻
訳
に
関
す
る
記
述
、『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
と
の
本
文
一
致
と
い
う

三
点
か
ら
撰
述
年
代
を
判
断
し
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け
て
、
舘
野
正
生
氏
は
『
華
厳
経
感
応
伝
』
に
「
垂
拱
三
年
四
月
中
、
華
厳
蔵

公
、
於
大
慈
恩
寺
、
講
華
厳
経
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
垂
拱
三
年
（
六
八
七
）
の
大
慈
恩
寺
に
お
け
る
講
義
ノ
ー
ト
が
『
文
義
綱

目
』
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
、『
華
厳
経
感
応
伝
』
に
は
、
法
蔵
が
天
授
二
年
（
六
九
一
）
に
『
華
厳
経
』
を
講
義
し
た
と
い
う

記
録
も
あ
り
、
さ
ら
に
、『
康
蔵
法
師
之
碑
』
に
は
「
前
後
講
華
厳
経
三
十
余
遍
」
と
あ
っ
て
、
法
蔵
は
生
涯
に
わ
た
り
三
十
数
回

『
華
厳
経
』
を
講
義
し
た
と
い
う
か
ら
、『
文
義
綱
目
』
を
垂
拱
三
年
の
講
義
ノ
ー
ト
と
す
る
に
は
断
定
す
る
根
拠
は
希
薄
と
せ
ね
ば

な
る
ま
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
櫻
井
唯
氏
は
館
野
氏
の
推
定
を
承
け
て
『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
の
対
比
を
行
な
い
、『
文
義
綱
目
』
の
前
七

科
は
『
探
玄
記
』
の
前
五
巻
と
対
応
箇
所
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
内
容
的
一
致
は
『
文
義
綱
目
』
が
『
探
玄
記
』
の
草
稿
本

か
ら
「
七
処
八
会
に
関
連
す
る
記
述
を
抜
粋
し
て
十
門
に
ま
と
め
た
」
た
め
で
あ
る
と
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、『
探
玄
記
』

に
は
「
紛
れ
」
が
存
在
し
、
両
書
の
相
違
を
比
較
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
『
文
義
綱
目
』
か
ら
『
探
玄
記
』
完
成
ま
で
の
改
稿
に
は

「
法
蔵
自
身
の
思
想
系
統
に
対
す
る
意
識
が
変
化
し
た
」
と
し
て
い
る
。

　

先
行
研
究
で
は
、『
文
義
綱
目
』
が
『
五
教
章
』
と
『
探
玄
記
』
の
間
に
撰
述
さ
れ
た
と
し
、
こ
の
三
書
の
間
に
見
ら
れ
る
差
異

は
法
蔵
の
思
想
の
変
化
で
あ
る
と
把
捉
す
る
。
し
か
し
、『
文
義
綱
目
』
が
偽
撰
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
改
め
て
抜
本
的
に
考
え
な

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　

結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、『
文
義
綱
目
』
に
法
蔵
の
弟
子
慧
苑
（
六
七
三
？
～
七
四
三
？
）
が
著
し
た
『
刊
定
記
』
に
よ
る
影

響
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
書
は
『
探
玄
記
』
の
完
成
後
に
そ
れ
を
下
敷
き
と
し
て
著
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と

指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、『
文
義
綱
目
』
は
法
蔵
自
身
の
著
作
で
は
な
く
、
ま
た
、
法
蔵
の
講
義
を
弟
子
が
記
録
し
た
も
の
で
も
な
く
、

慧
苑
よ
り
後
の
誰
人
か
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
論
攷
で
は
『
文
義
綱
目
』
の
真
偽
問
題
を
検
討
す
る
に
際
し
て
、
次
の
三
点
に
注
目
す
る
。『
文
義
綱
目
』
と
『
華

厳
経
伝
記
』
と
の
関
係
、
地
婆
訶
羅
の
翻
訳
に
関
す
る
記
述
、
お
よ
び
『
探
玄
記
』
の
十
玄
門
解
釈
と
の
相
違
で
あ
る
。
殊
に
、
法

蔵
の
真
撰
と
の
比
較
を
通
し
て
そ
の
相
違
点
を
吟
味
す
る
。

　

偽
撰
と
し
て
疑
わ
れ
る
著
作
を
多
面
的
に
比
較
考
証
し
て
、
法
蔵
の
真
撰
と
明
白
な
違
い
を
浮
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ

の
影
響
関
係
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
偽
撰
と
し
て
疑
わ
れ
る
著
作
を
法
蔵
以
後
の
華
厳
文
献
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
内
容
と
成
立
時
期
と
成
立
地
域
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
蔵
以
後
の
華
厳
教
学
の
動
向
、
お
よ
び
時
代

変
遷
に
要
求
さ
れ
た
教
義
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
偽
撰
を
研
究
す
る
価
値
は
あ
る
。

第
一
節　
『
華
厳
経
伝
記
』
の
問
題
点

　
『
文
義
綱
目
』
が
真
撰
で
あ
っ
て
、
そ
の
撰
述
年
代
を
推
定
し
た
根
拠
に
は
『
華
厳
経
伝
記
』
と
の
関
係
、
地
婆
訶
羅
の
翻
訳
へ

の
言
及
、
お
よ
び
『
探
玄
記
』
と
の
関
係
、
こ
の
三
点
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
『
華
厳
経
伝
記
』
と
の
関
係
を
取

り
上
げ
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

　

さ
て
、『
文
義
綱
目
』
が
『
華
厳
経
伝
記
』
に
「
華
厳
綱
目
一
巻
」
と
記
録
さ
れ
、『
文
義
綱
目
』
に
も
『
華
厳
経
伝
記
』
が
「
新

⑩

⑪
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集
華
厳
伝
」
と
言
及
さ
れ
る
。
こ
の
相
互
引
用
に
よ
り
両
書
が
同
時
期
の
撰
述
と
さ
れ
た
が
、
小
林
実
玄
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、『
華
厳
経
伝
記
』
に
は
法
蔵
以
後
の
加
筆
が
あ
る
た
め
、『
華
厳
経
伝
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
再
考
を
要
す
る
。
小
林
氏
が
指

摘
す
る
法
蔵
以
後
の
加
筆
は
、『
華
厳
経
伝
記
』
巻
四
「
諷
誦
第
七
」
の
般
若
彌
伽
薄
伝
に
「
永
昌
元
年
二
月
四
日
、
于
闐
国
三
蔵

法
師
、
因
陀
羅
波
若
、
在
神
都
魏
国
東
寺
、
親
向
沙
門
賢
首
説
之
云
。
此
事
経
今
三
十
五
年
矣
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の

記
述
に
は
『
華
厳
経
伝
記
』
の
成
立
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
情
報
が
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
は
最
後
の
「
此
事
経
今
三
十
五
年
矣
」
と
な
る
記
述
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
永
昌
元
年
（
六
八
九
）
か
ら
三
十
五
年
の
経
過
を

指
し
て
い
る
か
ら
、
開
元
十
二
年
（
七
二
四
）
に
当
た
る
記
述
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ
は
『
華
厳
経
伝
記
』
に
法
蔵
以
後
の
加
筆
が

あ
る
こ
と
を
物
語
る
一
証
拠
で
あ
ろ
う
。

　

二
つ
は
法
蔵
を
「
沙
門
賢
首
」
と
呼
称
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
華
厳
経
伝
記
』
が
抱
え
て
い
る
最
も
大
き
な
問
題
点

で
あ
る
。『
華
厳
経
伝
記
』
に
法
蔵
を
「
賢
首
」
と
尊
称
す
る
例
は
、
巻
一
「
伝
訳
第
三
」
の
地
婆
訶
羅
伝
に
二
回
、
巻
三
「
講
解

下
」
の
智
儼
伝
に
一
回
、
巻
四
「
諷
誦
第
七
」
の
曇
義
伝
に
一
回
、
同
じ
く
巻
四
「
諷
誦
第
七
」
般
若
彌
伽
薄
伝
に
一
回
（
右
記
に

掲
げ
た
例
）、
巻
五
「
書
写
第
九
」
の
德
圓
伝
に
一
回
、
巻
五
「
雑
述
第
十
」
に
一
回
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
巻
中
は
四
巻
に
わ
た

っ
て
計
七
回
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

実
は
、「
賢
首
」
の
尊
称
は
澄
観
（
七
三
八
─
八
三
九
）
の
著
作
が
初
見
で
あ
る
。
澄
観
『
華
厳
経
疏
』
に
「
二
賢
首
所
立
五
教
」

と
あ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
澄
観
は
『
華
厳
経
疏
』
お
よ
び
自
註
の
『
随
疏
演
義
鈔
』
に
法
蔵
の
解
釈
を
「
蔵
公
」
や
「
古

徳
」
と
別
に
「
賢
首
」
の
尊
称
で
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
違
い
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
が
一
切
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
澄
観
の
師

事
を
承
け
た
宗
密
（
七
八
〇
─
八
四
一
）
の
『
圓
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
で
は
「
華
厳
宗
主
賢
首
者
、
蔵
和
上
也
。
則
天
聖
后
諡
号
賢

首
。
後
疏
鈔
中
每
云
賢
首
、
即
是
此
也
」
と
あ
り
、
宗
密
に
よ
る
と
、
澄
観
が
用
い
た
「
賢
首
」
の
尊
称
は
武
則
天
（
在
位
六
九
〇

─
七
〇
五
）
が
授
け
た
諡
号
だ
と
い
う
。
た
だ
し
、
小
林
実
玄
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
法
蔵
が
武
則
天
の
た
め
に
入
内
説
法
を
し

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱
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た
と
さ
れ
る
『
金
師
子
章
』
の
撰
述
、
お
よ
び
「
賢
首
」
が
武
則
天
が
授
け
た
諡
号
で
あ
る
こ
と
は
、
宗
密
が
初
め
て
述
べ
た
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
は
師
澄
観
が
七
帝
の
門
師
と
な
り
、「
清
涼
国
師
」
の
号
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
に

対
し
て
、
華
厳
本
師
と
な
る
法
蔵
と
武
則
天
と
の
関
係
を
誇
張
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
史
実
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
い
う
の
も
、
武
則
天
が
「
賢
首
」
の
諡
号
を
授
け
た
こ
と
が
史
実
な
の
で
あ
れ
ば
、
法
蔵
が
入
寂
し
て
直
ぐ
に
閻
朝
隠
（
生
没
年

不
詳
）
が
撰
述
し
た
『
康
蔵
法
師
之
碑
』
に
記
録
さ
れ
な
い
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

一
方
、
法
蔵
の
直
弟
子
が
遺
し
た
文
献
に
「
賢
首
」
の
例
は
一
度
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
法
蔵
の
弟
子
惠
英
（
生
没
年
不
詳
）

が
編
集
し
て
後
に
胡
幽
貞
（
生
没
年
不
詳
）
が
建
中
四
年
（
七
八
三
）
に
修
正
し
た
『
華
厳
経
感
応
伝
』
冒
頭
で
は
「
此
伝
本
華
厳

疏
主
蔵
公
門
徒
僧
惠
英
」
と
あ
る
よ
う
に
、
法
蔵
を
「
蔵
公
」、
或
い
は
「
華
厳
蔵
公
」
と
呼
ぶ
例
の
み
あ
る
。
ま
た
、
慧
苑
が
法

蔵
最
晩
年
に
実
叉
難
陀
訳
『
八
十
華
厳
』
に
対
し
て
著
し
た
「
略
疏
」
を
承
け
継
い
だ
『
刊
定
記
』
に
は
「
華
厳
和
上
」
の
例
の
み

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
蔵
の
直
弟
子
の
間
に
は
「
賢
首
」
の
尊
称
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、「
華
厳
蔵
公
」
や
「
華
厳
和
上
」

の
尊
称
を
用
い
た
こ
と
の
み
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
点
か
ら
推
し
て
、『
華
厳
経
伝
記
』
に
あ
る
「
賢
首
」
の
記
述
は
慧
苑
や
法
蔵

の
直
弟
子
に
よ
る
加
筆
で
は
な
く
、
そ
れ
以
後
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。

　

ま
た
、
澄
観
『
華
厳
経
疏
』
お
よ
び
『
随
疏
演
義
鈔
』
所
引
の
「
纂
霊
記
」
と
『
華
厳
経
伝
記
』
と
の
関
係
問
題
が
あ
る
。
そ
れ

は
澄
観
が
『
随
疏
演
義
鈔
』
に
「
然
、
此
記
本
是
蔵
和
尚
製
、
後
経
修
飾
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
澄
観
の
活
躍
時
代
に
は
『
華
厳
経

伝
記
』
が
修
正
加
筆
を
経
て
、「
纂
霊
記
」
と
し
て
流
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
、『
華
厳
経
伝
記
』
に
あ
る
「
此
事
経
今
三
十
五
年
矣
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
、「
賢
首
」
の
尊
称
を
用
い
る
こ
と
、
澄
観

の
記
述
に
よ
り
「
修
飾
」
が
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
三
点
か
ら
す
れ
ば
、『
華
厳
経
伝
記
』
の
記
述
を
根
拠
と
し
て
『
文
義
綱
目
』
の

真
撰
や
撰
述
年
代
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
、『
華
厳
経
伝
記
』
を
法
蔵
の
真
撰
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
に
も
問
題
が
あ
り
、
そ
の
記
述
に
基
づ
い
て
『
文
義
綱
目
』
を
真
撰
と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
再
考
を
要
す
る
。

⑲
⑳

㉑

㉒
㉓

㉔
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第
二
節　

地
婆
訶
羅
の
翻
訳
に
関
す
る
記
述
の
問
題
点

　

次
に
、『
文
義
綱
目
』
に
お
け
る
地
婆
訶
羅
の
翻
訳
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
地
婆
訶
羅
の
翻
訳
に
言
及
す

る
の
は
『
文
義
綱
目
』
一
弁
教
起
所
因
の
先
明
教
伝
之
相
に
一
か
所
あ
る
。
対
し
て
法
蔵
の
主
著
と
な
る
『
探
玄
記
』
に
は
巻
一
の

八
明
部
類
伝
訳
の
八
翻
訳
と
巻
二
十
「
入
法
界
品
」、
計
二
か
所
あ
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、『
文

義
綱
目
』
の
太
字
・
傍
線
部
分
は
『
探
玄
記
』
巻
一
に
な
い
記
述
を
、『
探
玄
記
』
巻
一
の
太
字
・
傍
線
部
分
は
『
文
義
綱
目
』
と

一
致
し
な
い
記
述
を
、『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
巻
二
十
の
太
字
・
波
線
部
分
は
『
探
玄
記
』
巻
一
に
な
く
、
一
致
す
る
記
述

を
示
す
。

有
晋
沙
門
釈
法
業
惠
厳
惠
観
等
親
従
筆
受
。
法
業
因
此
出
義
記
、
名
華
厳
旨
帰
二
巻
。
有
吳
郡
内
史
孟
顗
右
衛
將
軍
褚
叔
度
等

為
檀
越
。
至
元
熙
二
年
六
月
十
日
訳
出
訖
。
至
大
宗
永
初
二
年
十
二
月
二
十
日
、
与
梵
本
再
校
勘
畢
。
当
時
五
十
巻
成
、
後
人

亦
有
融
作
六
十
巻
者
、
於
法
界
品
内
、
先
有
所
欠
八
九
紙
文
。
今
大
唐
永
隆
元
年
三
月
内
、
有
中
天
竺
三
蔵
法
師
、
地
婆
訶
羅
、

唐
言
日
照
、
奉
勅
与
沙
門
道
成
等
十
大
德
、
於
西
京
太
原
寺
、
訳
出
補
之
。
沙
門
復
礼
筆
受
。
其
経
感
通
及
覚
賢
神
迹
等
、
竝

如
新
集
華
厳
伝
中
弁
。�

『
文
義
綱
目
』（T

35, 493b

）

晋
の
沙
門
釈
法
業
・
惠
厳
・
惠
観
等
有
り
て
、
親
従
筆
受
な
り
。
法
業
は
此
れ
に
因
り
て
「
義
記
」
を
出
し
、『
華
厳
旨
帰
』

二
巻
と
名
づ
く
。
呉
郡
の
内
史
孟
顗
、
右
衛
將
軍
褚
叔
度
等
有
り
、
檀
越
と
為
る
。
元
熙
二
年
六
月
十
日
に
至
り
て
訳
出
し
訖

る
。
大
宗
（
＝
宋
）
の
永
初
二
年
十
二
月
二
十
日
に
至
り
て
、
梵
本
と
再
び
校
勘
し
畢
る
。
当
時
五
十
巻
よ
り
成
る
も
、
後
人

の
亦
た
融
有
り
て
六
十
巻
と
作
す
と
は
、「
法
界
品
」
の
内
に
於
い
て
、
先
に
欠
け
る
所
の
八
・
九
紙
文
有
り
。
今
、
大
唐
の
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永
隆
元
年
三
月
の
内
、
天
竺
の
三
蔵
法
師
地
婆
訶
羅
有
り
、
唐
に
は
日
照
と
言
い
、
勅
を
奉
じ
て
沙
門
道
成
等
の
十
大
徳
と
、

西
京
の
太
原
寺
に
於
い
て
、
訳
出
し
て
之
れ
を
補
え
り
。
沙
門
復
礼
の
筆
受
な
り
。
其
の
『
経
』
の
感
通
及
び
覚
賢
の
神
迹
等

は
、
並
び
に
新
集
の
『
華
厳
伝
』
の
中
に
弁
ず
る
が
如
し
。

沙
門
法
業
及
慧
厳
慧
観
等
親
従
筆
受
。
時
有
吳
郡
內　

史
孟
顗
右
衛
將
軍
褚褚
叔
度
等
為
檀
越
主
。
至
元
熙
二
年
六
月
十
日
出
訖
。

至
大
宋
永
初
二
年
十
二
月
二
十
日
。
与
梵
本
再
校
勘
畢
、
於
法
界
品
內
、
従
摩
耶
夫
人
後
至
彌
勒
菩
薩
前
、
所
欠
八
九
紙
経
文
。

今
大
唐
永
隆
元
年
三
月
內
、
有
天
竺
三
蔵
地
婆
訶
羅
、
唐
言　

日
照
、
有
此
一
品
梵
本
、
法
蔵
親
共
校
勘
。
至
此
闕
文
、
奉
勅

与
沙
門
道
成
復
礼
等
、
訳
出
補
之
。�

『
探
玄
記
』
巻
一
（T

35, 122c19-122c27

）

沙
門
法
業
と
及
び
慧
厳
・
慧
觀
・
等
は
親
従
筆
受
な
り
。
時
に
吳
郡
の
内
史
孟
顗
、
右
衛
將
軍
褚褚
叔
度
等
を
檀
越
主
と
為
る
。

元
熙
二
年
六
月
十
日
に
至
り
て
出
し
訖
る
。
大
宋
の
永
初
二
年
十
二
月
二
十
日
に
至
り
て
、
梵
本
と
再
び
校
勘
し
畢
る
に
、

「
法
界
品
」
の
内
に
於
い
て
、
摩
耶
夫
人
従
り
後
ち
彌
勒
菩
薩
の
前
に
到
る
ま
で
、
欠
け
る
所
八
・
九
紙
の
経
文
あ
り
。
今
大

唐
の
永
隆
元
年
三
月
の
内
、
天
竺
の
三
蔵
地
婆
訶
羅
有
り
、
唐
に
は
日
照
と
言
い
、
此
の
一
品
の
梵
本
有
り
、
法
蔵
と
親
し
く

共
に
校
勘
す
。
此
の
欠
文
に
至
り
て
、
勅
を
奉
じ
て
沙
門
道
成
・
復
礼
等
と
、
訳
出
し
て
之
れ
を
補
え
り
。

第
二
明
幻
智
念
力
知
識
者
、
自
下
九
位
知
識
皆
是
旧
翻
于
闐
本
所
欠
。
応
是
西
域
覚
賢
之
所
略
耳
。
余
共
日
照
三
蔵
、
勘
天
竺

諸
本
及
崑
崙
本
并
于
闐
別
行
本
、
竝
皆
同
有
此
文
。
是
以
於
大
唐
永
隆
年
、
西
京
西
太
原
寺
三
蔵
法
師
地
婆
訶
羅
、
唐
云
日
照
、

共
京
十
大
德
道
成
律
師
等
奉
勅
訳
補
。
沙
門
復
礼
親
従
筆
受
。�

『
探
玄
記
』
巻
二
十
（T

35, 484c9-484c15

）

第
二
に
幻
智
念
力
の
知
識
を
明
か
す
と
は
、
自
下
の
九
位
の
知
識
は
皆
な
是
れ
旧
翻
の
于
闐
本
の
欠
く
る
所
な
り
。
応
に
是
れ

西
域
の
覚
賢
の
略
す
所
な
る
べ
き
の
み
。
余
は
日
照
三
蔵
と
共
に
、
天
竺
の
諸
本
と
及
び
崑
崙
本
と
并
び
に
于
闐
の
別
行
本
と

勘
う
る
に
、
竝
び
に
皆
な
同
じ
く
此
の
文
有
り
。
是
れ
を
以
て
大
唐
の
永
隆
年
に
於
い
て
、
西
京
の
西
太
原
寺
の
三
蔵
法
師
地
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婆
訶
羅
、
唐
に
は
日
照
と
云
い
、
京
の
十
大
德
た
る
道
成
律
師
等
と
共
に
、
勅
を
奉
じ
て
訳
し
て
補
え
り
。
沙
門
復
礼
の
親
従

筆
受
な
り
。

　

右
記
の
『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
に
言
及
さ
れ
る
「
入
法
界
品
」
の
欠
文
は
地
婆
訶
羅
が
垂
拱
元
年
（
六
八
五
）
に
翻
訳
し

た
『
続
入
法
界
品
』
の
訳
出
を
指
す
と
考
え
る
。『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
に
お
け
る
地
婆
訶
羅
の
記
述
を
比
較
し
た
結
果
、

相
違
点
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
つ
は
法
業
撰
述
と
す
る
「
華
厳
旨
帰
二
巻
」
を
記
録
す
る
点
、
二
つ
は
『
六
十
華
厳
』

が
五
十
巻
本
か
ら
六
十
巻
本
に
な
っ
た
経
緯
を
記
録
す
る
点
、
三
つ
は
「
新
集
華
厳
伝
」
に
言
及
す
る
点
、
こ
の
三
点
は
『
文
義
綱

目
』
に
あ
っ
て
『
探
玄
記
』
に
な
い
記
述
で
あ
る
。
四
つ
は
『
探
玄
記
』
の
み
が
欠
文
を
補
っ
た
当
該
箇
所
を
詳
述
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
第
三
点
と
な
る
「
新
集
華
厳
伝
」
の
記
述
は
『
華
厳
経
伝
記
』
と
の
問
題
で
あ
り
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
真
撰
の
根
拠

と
な
ら
な
い
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
最
重
要
と
な
る
の
は
『
六
十
華
厳
』
が
五
十
巻
本
か
ら
六
十
巻
本
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

の
記
述
で
あ
る
。

　
『
探
玄
記
』
に
は
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
一
言
半
句
も
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
法
蔵
以
前
、
智
儼
の
『
捜
玄
記
』
も
当
然
に
そ
の
記

述
が
見
当
た
ら
な
い
。
実
は
、
慧
苑
の
『
刊
定
記
』
巻
一
の
第
八
部
類
伝
訳
は
初
見
で
あ
る
。『
刊
定
記
』
の
第
八
部
類
伝
訳
は
当

時
の
『
華
厳
経
』
の
原
本
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
記
述
は
『
華
厳
経
』
の
原
本
が
四
つ
あ
っ
た
と
す
る
が
、

そ
の
第
一
本
と
第
二
本
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
太
字
・
傍
線
部
分
は
『
文
義
綱
目
』
と
の
共
通
情
報
を
示
す
。

此
経
前
後
翻
訳
補
欠
、
四
本
不
同
。
初
本
者
晋
義
熈
十
四
年
。
此
天
竺
三
蔵
仏
度
䟦
陀
羅
、
此
云
覚
賢
、
於
揚
州
謝
司
空
寺
、

翻
梵
本
三
万
六
千
頌
。
成
漢
経
五
十
巻
或
六
十
巻
。
沙
門
法
業
筆
受
、
慧
厳
慧
観
潤
色
。
第
二
本
者
大
唐
永
隆
元
年
、
中
天
竺

三
蔵
地
婆
訶
羅
、
此
云
日
照
、
於
西
京
大
原
寺
、
訳
出
入
法
界
品
内
両
処
脱
文
。
一
従
摩
耶
夫
人
後
、
至
彌
勒
菩
薩
前
、
中
間

㉕
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脱
天
主
光
等
十
善
知
識
。
二
従
彌
勒
菩
薩
後
、
至
普
賢
菩
薩
前
、
中
間
脱
文
殊
師
利
申
手
過
百
一
十
由
旬
按
善
財
頂
等
半
紙
余

文
。
大
德
道
成
律
師
、
薄
塵
法
師
、
大
乗
基
法
師
潤
色
。
依
六
十
巻
本
為
定
。

此
の
『
経
』
に
は
前
後
の
翻
訳
補
欠
、
四
本
の
不
同
あ
り
。
初
本
と
は
晋
の
義
熈
十
四
年
、
此
の
天
竺
の
三
蔵
佛
度
䟦
陀
羅
、

此
こ
に
は
覚
賢
と
云
い
、
揚
州
の
謝
司
空
寺
に
於
い
て
梵
本
の
三
万
六
千
頌
を
翻
ず
。
漢
経
の
五
十
卷
或
い
は
六
十
卷
と
成
る
。

沙
門
法
業
の
筆
受
、
慧
厳
・
慧
観
の
潤
色
な
り
。
第
二
本
と
は
、
大
唐
の
永
隆
元
年
、
中
天
竺
の
三
蔵
地
婆
訶
羅
、
此
こ
に
は

日
照
と
云
い
、
西
京
の
大
原
寺
に
於
い
て
、「
入
法
界
品
」
の
内
の
両
処
の
脱
文
を
訳
出
す
。
一
つ
に
は
摩
耶
夫
人
従
り
後
ち
、

彌
勒
菩
薩
の
前
に
至
る
ま
で
、
中
間
の
脱
す
の
天
主
光
等
の
十
善
知
識
な
り
。
二
つ
に
は
彌
勒
菩
薩
従
り
後
ち
、
普
賢
菩
薩
の

前
に
至
る
ま
で
、
中
間
の
脱
す
の
文
殊
師
利
申
手
過
百
一
十
由
旬
按
善
財
頂
等
の
半
紙
余
文
な
り
。
大
德
道
成
律
師
、
薄
塵
法

師
、
大
乗
基
法
師
の
潤
色
な
り
。
依
り
て
六
十
卷
本
を
定
と
為
る
。

　

慧
苑
の
解
説
か
ら
す
れ
ば
、『
六
十
華
厳
』
が
五
十
巻
本
か
ら
六
十
巻
本
に
な
っ
た
経
緯
は
法
蔵
と
地
婆
訶
羅
が
「
入
法
界
品
」

の
欠
文
を
補
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。『
文
義
綱
目
』
と
『
刊
定
記
』
と
の
両
書
が
こ
の
点
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
先
学

が
見
逃
し
た
最
重
要
な
共
通
点
で
あ
る
。
も
し
、『
文
義
綱
目
』
が
『
探
玄
記
』
以
前
の
成
立
と
推
定
し
た
先
行
研
究
の
見
解
が
妥

当
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
五
十
巻
本
か
ら
六
十
巻
本
に
な
っ
た
経
緯
は
『
文
義
綱
目
』
に
あ
っ
て
、
後
の
『
探
玄
記
』
に
な
く
な
っ
て
い

る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
一
方
、『
文
義
綱
目
』
を
真
撰
と
捉
え
、『
探
玄
記
』
以
後
の
撰
述
と
す
れ
ば
、
法
蔵
の
思
想
展
開

に
複
雑
な
問
題
点
が
多
く
生
じ
る
が
、
そ
れ
を
如
何
に
説
明
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
起
こ
る
（
詳
細
は
第
三
節
）。
し
か
し
、『
文

義
綱
目
』
を
偽
撰
と
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、『
六
十
華
厳
』
が
五
十
巻
本
か
ら
六
十
巻
本
に
な
っ
た
経
緯
に
関
す
る
記
述
は

慧
苑
の
『
刊
定
記
』
を
参
考
に
し
て
出
来
た
と
し
て
も
無
理
は
な
か
ろ
う
。『
捜
玄
記
』
と
『
探
玄
記
』
に
は
そ
う
い
っ
た
記
述
が

全
く
な
い
た
め
、
後
者
の
理
解
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
右
記
の
『
文
義
綱
目
』
に
お
け
る
「
後
人
亦
有
融
作
六
十
巻
」
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と
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
法
蔵
が
筆
を
執
っ
て
著
し
た
文
章
に
自
身
を
「
後
人
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
極
め
て
考

え
難
い
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
に
お
け
る
地
婆
訶
羅
の
翻
訳
に
関
す
る
記
述
に
あ
る
相
違
点
を
め
ぐ
っ
て
分

析
し
た
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
地
婆
訶
羅
の
翻
訳
に
関
す
る
記
述
は
叙
述
形
式
か
ら
見
て
『
探
玄
記
』
─

『
刊
定
記
』
─
『
文
義
綱
目
』
の
成
立
順
序
に
な
る
と
捉
え
る
方
が
も
っ
と
も
自
然
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
述
は
『
文
義
綱
目
』

が
『
探
玄
記
』
を
下
敷
き
と
し
な
が
ら
、『
刊
定
記
』
を
も
参
考
資
料
と
し
た
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
婆
訶
羅
の
翻

訳
に
関
す
る
記
述
は
、
撰
述
年
代
を
反
映
せ
ず
、『
文
義
綱
目
』
の
偽
撰
説
を
裏
付
け
る
一
証
拠
だ
と
筆
者
は
把
握
す
る
。

　
『
華
厳
経
伝
記
』
の
後
代
加
筆
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
先
行
研
究
が
指
摘
し
た
『
文
義
綱
目
』
の
撰
述
年
代
と
す
る
根
拠
は
成

立
し
な
い
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
に
『
探
玄
記
』
と
『
文
義
綱
目
』
に
お
け
る
十
玄
門
解
釈
を
比
較
し
、
両
書
の
間

に
解
釈
矛
盾
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、『
探
玄
記
』
が
前
に
完
成
し
て
『
文
義
綱
目
』
が
法
蔵
以
後
の
成
立
に
な
る
こ
と

を
考
察
し
た
い
。

第
三
節　

十
玄
門
解
釈
の
問
題
点

　
『
文
義
綱
目
』
の
偽
撰
問
題
に
つ
い
て
、
最
後
に
問
題
と
な
る
の
は
『
探
玄
記
』
と
の
関
係
で
あ
る
。『
文
義
綱
目
』
を
『
探
玄

記
』
以
前
の
撰
述
と
位
置
づ
け
る
根
拠
に
は
古
十
玄
門
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
法
蔵
以
後
に
成
立
し

た
他
の
偽
撰
と
疑
わ
れ
る
著
作
も
古
十
玄
門
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
根
拠
は
再
考
を
要
す
る
。
こ
こ
で
は

『
文
義
綱
目
』
に
お
け
る
十
玄
門
解
釈
を
法
蔵
の
他
の
著
作
に
お
け
る
十
玄
門
解
釈
と
比
較
し
て
、『
文
義
綱
目
』
が
法
蔵
の
真
撰
に

相
応
し
く
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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ま
ず
、『
五
教
章
』
以
外
、
古
十
玄
門
を
掲
げ
る
著
作
を
対
照
し
て
表
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
捜
玄
記
』

『
一
乗
法
界
図
』

『
文
義
綱
目
』

『
一
乗
十
玄
門
』

『
金
師
子
章
』

『
七
処
九
会
章
』

同
時
具
足
相
応
門

同
時
具
足
相
応
門

同
時
具
足
相
応
門

同
時
具
足
相
応
門

同
時
具
足
相
応
門

同
時
具
足
相
応
門

因
陀
羅
網
境
界
門

因
陀
羅
網
境
界
門

因
陀
羅
網
境
界
門

因
陀
羅
網
境
界
門

一
多
相
容
不
同
門

因
陀
羅
網
境
界
門

祕
密
隠
顕
俱
成
門

祕
密
隠
顕
俱
成
門

祕
密
隠
顕
俱
成
門

祕
密
隠
顕
俱
成
門

祕
密
隠
顕
俱
成
門

祕
密
隠
顕
俱
成
門

微
細
相
容
安
立
門

微
細
相
容
安
立
門

微
細
相
容
安
立
門

微
細
相
容
安
立
門

因
陀
羅
網
境
界
門

微
細
相
容
安
立
門

十
世
隔
法
異
成
門

十
世
隔
法
異
成
門

諸
蔵
純
雑
具
德
門

十
世
隔
法
異
成
門

諸
蔵
純
雑
具
德
門

十
世
隔
法
異
成
門

諸
蔵
純
雑
具
德
門

諸
蔵
純
雑
具
德
門

十
世
隔
法
異
成
門

諸
蔵
純
雑
具
德
門

諸
法
相
即
自
在
門

諸
蔵
純
雑
具
德
門

一
多
相
容
不
同
門

一
多
相
容
不
同
門

一
多
相
容
不
同
門

一
多
相
容
不
同
門

微
細
相
容
安
立
門

一
多
相
容
不
同
門

諸
法
相
即
自
在
門

諸
法
相
即
自
在
門

諸
法
相
即
自
在
門

諸
法
相
即
自
在
門

十
世
隔
法
異
成
門

諸
法
相
即
自
在
門

唯
心
迴
転
善
成
門

隨
心
迴
転
善
成
門

唯
心
迴
転
善
成
門

唯
心
回
転
善
成
門

由
心
𢌞
転
善
成
門

隨
心
迴
転
善
成
門

託
事
顕
法
生
解
門

託
事
顕
法
生
解
門

託
事
顕
法
生
解
門

託
事
顕
法
生
解
門

託
事
顕
法
生
解
門

託
事
顕
法
生
解
門

　

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
文
義
綱
目
』
は
『
捜
玄
記
』
と
義
相
の
『
一
乗
法
界
図
』
に
掲
げ
る
古
十
玄
門
を
継
承
し
て
い

る
。
こ
の
点
は
偽
撰
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
智
儼
撰
承
杜
順
和
尚
説
」
の
撰
号
を
掲
げ
る
『
一
乗
十
玄
門
』、「
法
蔵
述
」
と
さ
れ
る

『
金
師
子
章
』、
お
よ
び
「
澄
観
撰
」
と
さ
れ
る
『
七
処
九
会
章
』
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
古
十
玄
門
を
用
い
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
、『
探
玄
記
』
以
前
の
撰
述
説
が
成
立
し
な
い
こ
と
は
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、『
文
義
綱
目
』
を
取
り
除
き
、『
捜
玄
記
』
か
ら
法
蔵
の
真
撰
と
し
て
考
え
て
い
い
著
作
に
お
け
る
十
玄
門
の
展
開
を
図
表
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で
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
捜
玄
記
』

『
五
教
章
』

『
探
玄
記
』

『
華
厳
経
旨
帰
』

同
時
具
足
相
応
門

同
時
具
足
相
応
門

同
時
具
足
相
応
門

性
相
無
碍

因
陀
羅
網
境
界
門

一
多
相
容
不
同
門

広
狹
自
在
無
碍
門

広
狹
無
碍

祕
密
隠
顕
俱
成
門

諸
法
相
即
自
在
門

一
多
相
容
不
同
門

一
多
無
碍

微
細
相
容
安
立
門

因
陀
羅
網
境
界
門

諸
法
相
即
自
在
門

相
入
無
碍

十
世
隔
法
異
成
門

微
細
相
容
安
立
門

隠
密
顕
了
俱
成
門

相
是
無
碍

諸
蔵
純
雑
具
德
門

祕
密
隠
顕
俱
成
門

微
細
相
容
安
立
門

隠
顕
無
碍

一
多
相
容
不
同
門

諸
蔵
純
雑
具
德
門

因
陀
羅
網
法
界
門

微
細
無
碍

諸
法
相
即
自
在
門

十
世
隔
法
異
成
門

託
事
顕
法
生
解
門

帝
網
無
碍

唯
心
迴
転
善
成
門

唯
心
迴
転
善
成
門

十
世
隔
法
異
成
門

十
世
無
碍

託
事
顕
法
生
解
門

託
事
顕
法
生
解
門

主
伴
圓
明
具
德
門

主
伴
無
碍

　

表
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
次
の
三
点
で
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
つ
は
法
蔵
が
処
女
作
と
な
る
『
五
教
章
』
か
ら
独
自
に
古
十
玄
門
の
順

を
整
理
し
、
か
つ
極
め
て
詳
細
な
解
説
を
施
し
て
い
る
こ
と
は
智
儼
と
義
相
、
及
び
『
文
義
綱
目
』
と
異
な
る
。
二
つ
は
、『
五
教

章
』
以
後
、『
探
玄
記
』
に
お
い
て
「
諸
蔵
純
雑
具
徳
門
」
と
「
唯
心
迴
転
善
成
門
」
が
削
除
さ
れ
、
新
た
に
「
広
狭
自
在
無
碍
門
」

と
「
主
伴
圓
明
具
徳
門
」
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
は
、『
華
厳
経
旨
帰
』
に
至
っ
て
十
無
碍
と
し
て
展
開
す
る
に
際
し

て
、「
同
時
具
足
相
応
門
」
を
「
性
相
無
碍
」
に
改
め
、「
諸
法
相
即
自
在
門
」
を
「
相
入
無
碍
」
と
「
相
是
無
碍
」
と
し
て
二
分
化
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し
、「
託
事
顕
法
生
解
門
」
を
削
除
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
諸
点
を
勘
案
す
れ
ば
、
智
儼
と
義
相
の
よ
う
に
古
十
玄
門
を
使
用
し

つ
つ
、
簡
潔
な
解
説
の
み
を
加
え
る
『
文
義
綱
目
』
は
法
蔵
の
真
撰
と
異
質
な
解
釈
方
法
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
、
十
玄
門
に
対
す
る
解
説
を
見
て
み
よ
う
。『
文
義
綱
目
』
が
先
に
古
十
玄
を
列
挙
し
た
後
、
十
義
を
列
挙
し
て
十
玄
門
と

十
義
と
の
関
係
性
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

此
上
十
門
中
、
各
有
十
義
。
…
（
中
略
）
…
此
等
十
義
、
皆
、
同
時
相
応
、
成
一
縁
起
。
隨
別
義
門
、
入
前
十
門
。
皆
準
思
之
。

又
更
重
釈
前
十
門
、
初
是
諸
縁
契
合
義
、
是
総
也
。�

（T
35, 501b

）

此
の
上
の
十
門
の
中
、
各
の
十
義
有
り
。
…
（
中
略
）
…
此
れ
等
の
十
義
、
皆
な
、
同
時
に
相
い
応
じ
て
、
一
縁
起
を
成
ず
。

別
義
門
に
随
え
ば
、
前
の
十
門
に
入
る
。
皆
な
準
じ
て
之
れ
思
う
。
又
た
更
に
前
の
十
門
を
重
釈
せ
ば
、
初
は
是
れ
諸
縁
契
合

の
義
に
し
て
、
是
れ
総
な
り
。

　

十
門
と
な
る
十
玄
門
そ
れ
ぞ
れ
に
十
義
が
あ
り
、
十
門
と
十
義
が
同
時
に
相
い
応
じ
て
一
た
る
縁
起
法
を
成
立
す
る
。
こ
こ
で
、

注
意
点
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
古
十
玄
門
の
解
釈
に
つ
い
て
『
文
義
綱
目
』
と
澄
観
偽
撰
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
七
処
九
会
章
』

の
間
に
本
文
一
致
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。『
七
処
九
会
章
』
は
他
に
も
「
此
九
会
中
、
入
定
分
斉
等
、
如
綱
目
説
」
と
言
及

す
る
よ
う
に
、『
文
義
綱
目
』
を
有
力
な
参
考
資
料
に
し
て
成
立
し
た
文
献
だ
と
推
定
で
き
る
。

　

二
つ
は
、
右
記
で
「
又
更
重
釈
前
十
門
」
と
述
べ
る
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
を
解
説
す
れ
ば
、「
前
十
門
」
と
は
十
玄
門
の
こ
と
を

指
す
。
そ
れ
ら
を
重
ね
て
解
釈
す
る
に
、「
初
」
と
な
る
同
時
具
足
相
応
門
が
諸
縁
契
合
の
義
に
当
た
り
、
十
玄
門
の
「
総
」
に
な

る
と
い
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
初
門
を
総
と
す
る
解
釈
は
法
蔵
の
『
五
教
章
』
と
『
探
玄
記
』
と
比
し
て
最
大
な
相
違
点
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
華
厳
教
学
の
中
で
そ
の
解
釈
は
慧
苑
の
『
刊
定
記
』
が
初
め
て
だ
か
ら
で
あ
る
。『
五
教
章
』、『
探
玄
記
』、『
刊
定

㉚

㉛

㉜

㉝
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記
』
に
お
け
る
同
時
具
足
相
応
門
の
解
釈
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
太
字
・
傍
線
部
分
は
『
文
義
綱
目
』
と
の

共
通
点
を
示
す
。

一
者
同
時
具
足
相
応
門
。
此
上
十
義
、
同
時
相
応
、
成
一
縁
起
。
無
有
前
後
始
終
等
別
。
具
足
一
切
自
在
逆
順
。
参
而
不
雑
、

成
縁
起
際
。
此
依
海
印
三
昧
、
炳
然
同
時
顕
現
成
矣
。�

『
五
教
章
』（T

45, 505a

）

一
つ
に
は
同
時
具
足
相
応
門
な
り
。
此
れ
上
の
十
義
、
同
時
に
相
応
し
て
、
一
縁
起
を
成
ず
。
前
後
始
終
等
の
別
有
る
こ
と
無

し
。
一
切
自
在
逆
順
を
具
足
す
。
参
じ
て
而
も
雑
え
ず
、
縁
起
の
際
を
成
ず
。
此
れ
海
印
三
昧
に
依
り
て
、
炳
然
に
同
時
顕
現

し
て
成
ず
。

然
、
此
十
対
同
時
相
応
為
一
縁
起
。
隨
一
各
具
余
一
切
義
。
如
初
門
既
爾
、
余
広
狭
等
九
門
、
皆
各
具
前
十
対
。
但
隨
門
異
耳
。

是
故
、
一
一
門
中
、
各
有
十
百
千
等
。
思
之
可
見
。�

『
探
玄
記
』（T

35, 123b

）

然
る
に
、
此
の
十
対
は
同
時
相
応
し
て
一
縁
起
と
為
す
。
一
に
随
え
ば
各
の
余
の
一
切
義
を
具
す
。
初
門
既
に
爾
り
が
如
き
、

余
の
広
狭
等
の
九
門
は
、
皆
な
各
の
前
の
十
対
を
具
す
。
但
だ
門
に
随
っ
て
異
な
る
の
み
。
是
の
故
に
、
一
一
の
門
の
中
、
各

の
十
百
千
等
有
り
。
之
れ
思
っ
て
見
る
べ
し
。

初
同
時
具
足
相
応
德
者
、
謂
後
九
門
、
所
有
体
事
、
同
類
異
類
、
及
中
一
多
大
小
長
短
位
上
下
等
、
同
時
具
足
、
在
於
一
法
。

是
故
、
此
門
為
後
九
門
之
総
、
後
九
是
此
一
門
之
別
。
然
、
以
総
別
不
相
離
故
。�

『
刊
定
記
』（SZ3,

）

初
め
の
同
時
具
足
相
応
德
と
は
、
謂
わ
く
後
の
九
門
の
、
所
有
る
体
事
、
同
類
異
類
、
及
び
中
の
一
多
・
大
小
・
長
短
・
位
上

下
等
と
、
同
時
に
具
足
し
、
一
法
に
在
る
。
是
の
故
に
、
此
の
門
は
後
の
九
門
の
総
と
為
し
、
後
の
九
は
是
れ
此
の
一
門
の
別
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な
り
。
然
る
に
、
総
と
別
と
は
相
い
離
れ
ざ
る
を
以
て
の
故
に
。

　

先
に
挙
げ
た
『
文
義
綱
目
』
の
解
釈
と
比
較
す
れ
ば
、「
同
時
相
応
、
成
一
縁
起
」
と
述
べ
る
点
は
『
五
教
章
』
と
『
探
玄
記
』

と
一
致
し
て
い
る
。
一
方
、
相
違
点
と
し
て
は
次
の
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
、『
五
教
章
』
に
は
十
玄
縁
起
が
海
印
三
昧
に
よ
っ
て

「
炳
然
同
時
顕
現
」
と
解
釈
す
る
が
、
そ
れ
は
後
の
『
探
玄
記
』
に
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
二
つ
は
『
探
玄
記
』
が
述
べ
る
「
如

初
門
既
爾
、
余
広
狭
等
九
門
」
と
あ
り
、
同
時
具
足
相
応
門
と
同
じ
く
、
他
の
九
門
に
も
一
切
法
義
が
具
足
し
て
い
る
と
解
釈
す
る

の
が
『
五
教
章
』
以
後
の
新
し
い
展
開
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
三
つ
は
『
刊
定
記
』
が
初
め
の
同
時
具
足
相
応
德
を
後
の
九

門
の
総
と
す
る
の
が
『
文
義
綱
目
』
の
み
と
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
思
想
展
開
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
点
は
最
も
重
要
な
の
で
あ

る
。

　

以
上
で
、『
文
義
綱
目
』、『
五
教
章
』、『
探
玄
記
』、『
刊
定
記
』
に
お
け
る
同
時
具
足
相
応
門
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
厳
密
な
文
献

考
証
を
行
な
っ
て
き
た
。
も
し
、『
文
義
綱
目
』
が
真
撰
で
あ
っ
て
『
探
玄
記
』
以
前
の
撰
述
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
『
探
玄
記
』
は
同

時
具
足
相
応
門
を
「
総
」
と
述
べ
な
い
の
か
、
が
問
題
に
な
る
。
ま
た
、『
文
義
綱
目
』
を
『
探
玄
記
』
以
後
の
真
撰
と
す
れ
ば
、

な
ぜ
『
探
玄
記
』
に
構
築
さ
れ
た
新
十
玄
門
が
再
び
古
十
玄
門
に
戻
さ
れ
て
い
る
の
か
、
が
問
題
に
な
る
。
し
か
し
、『
文
義
綱
目
』

を
法
蔵
仮
託
の
偽
撰
と
す
る
見
解
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、
同
時
具
足
相
応
門
を
「
総
」
と
解
釈
す
る
に
際
し
て
『
刊
定
記
』
が
有
力
な

参
考
資
料
に
な
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
は
『
文
義
綱
目
』
を
『
五
教
章
』

と
『
探
玄
記
』
の
間
の
撰
述
と
位
置
づ
け
て
き
た
先
行
研
究
の
見
解
に
賛
同
で
き
な
い
。

　

以
上
で
、
十
玄
門
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
叙
述
形
式
お
よ
び
思
想
展
開
か
ら
文
献
考
証
を
行
っ
た
結
果
、『
五
教
章
』
と
『
探
玄
記
』

の
間
に
『
文
義
綱
目
』
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
問
題
が
挟
ま
れ
る
。
そ
れ
よ
り
、『
五
教
章
』
─
『
探
玄
記
』
─
『
刊
定
記
』
が
順

に
成
立
し
、
そ
れ
ら
を
有
力
な
参
考
資
料
に
し
て
『
文
義
綱
目
』
が
成
立
さ
れ
た
と
の
見
解
は
最
も
穏
当
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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以
上
で
、
本
論
攷
で
は
『
文
義
綱
目
』
の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

　

ま
ず
、
先
行
研
究
で
は
『
文
義
綱
目
』
を
真
撰
と
す
る
前
提
で
『
華
厳
経
伝
記
』
と
の
関
係
、
地
婆
訶
羅
の
翻
訳
へ
の
言
及
、

『
探
玄
記
』
と
の
本
文
一
致
と
い
う
三
点
に
よ
り
そ
の
撰
述
年
代
が
推
定
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
精

密
な
文
献
考
証
を
行
な
っ
た
結
果
、
先
行
研
究
に
見
逃
さ
れ
た
問
題
点
が
多
く
浮
上
し
て
き
た
。

　
『
華
厳
経
伝
記
』
に
関
し
て
は
、
小
林
實
玄
氏
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
法
蔵
以
後
の
修
正
加
筆
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
法

蔵
を
「
賢
首
」
と
尊
称
す
る
こ
と
が
五
巻
中
の
四
巻
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
筆
者
が
指
摘
し
た
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
澄
観
自
身
が

『
随
疏
演
義
鈔
』
に
『
華
厳
経
伝
記
』
に
「
修
飾
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
た
め
、『
華
厳
経
伝
記
』
を
法
蔵
の
真
撰
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。
よ
っ
て
、『
華
厳
経
伝
記
』
に
あ
る
「
華
厳
綱
目
一
巻
」
と
の
記
述
を
基
に
し
て
『
文
義
綱
目
』
の
真
撰

を
論
じ
る
こ
と
に
も
問
題
が
挟
ま
れ
る
。

　

地
婆
訶
羅
の
翻
訳
に
関
し
て
は
、『
六
十
華
厳
』
が
五
十
巻
本
か
ら
六
十
巻
本
に
な
っ
た
経
緯
の
記
述
は
『
文
義
綱
目
』
に
の
み

あ
り
、
後
の
撰
述
と
さ
れ
た
『
探
玄
記
』
に
は
な
い
。
そ
の
題
材
を
探
れ
ば
、
慧
苑
の
『
刊
定
記
』
が
共
通
内
容
を
述
べ
て
い
る
た

め
、『
文
義
綱
目
』
が
『
刊
定
記
』
を
参
考
資
料
に
し
た
跡
は
そ
こ
に
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
中
で
も
、『
文
義
綱

目
』
の
記
述
は
法
蔵
を
「
後
人
」
と
し
て
記
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
真
撰
と
し
て
は
疑
わ
し
い
と
判
定
で
き
る
。

　

最
後
、『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
十
玄
門
解
釈
を
分
析
し
た
。
先
行
研
究
で
は
『
文
義
綱
目
』
が
智

儼
の
『
捜
玄
記
』
と
同
じ
古
十
玄
門
を
用
い
て
い
る
か
ら
、『
探
玄
記
』
の
前
に
位
置
づ
け
た
が
、
こ
の
点
は
他
の
偽
撰
と
考
え
ら
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れ
る
著
作
と
共
通
し
て
い
る
た
め
、
古
十
玄
門
を
以
て
前
後
関
係
を
語
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
解
釈
の
詳
細

を
比
較
し
た
結
果
、『
文
義
綱
目
』
が
第
一
の
同
時
具
足
相
応
門
を
「
総
」
と
し
て
い
る
点
は
、
法
蔵
の
『
五
教
章
』
と
『
探
玄
記
』

に
見
ら
れ
な
い
異
例
な
解
釈
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
解
釈
方
法
は
後
の
『
刊
定
記
』
と
の
み
共
通
す
る
こ
と
を
勘
案
す
れ

ば
、
こ
れ
も
慧
苑
か
ら
の
影
響
と
し
て
理
解
し
た
方
が
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
、『
文
義
綱
目
』
の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
諸
点
か
ら
文
献
考
証
を
行
な
っ
た
結
果
、
法
蔵
の
『
五
教
章
』
と
『
探
玄
記
』

の
間
に
『
文
義
綱
目
』
を
位
置
づ
け
た
先
行
研
究
の
見
解
に
は
問
題
が
挟
ま
れ
る
。
そ
れ
よ
り
、
偽
撰
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と

指
摘
で
き
る
。

　
『
文
義
綱
目
』
が
澄
観
仮
託
の
偽
撰
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
七
処
九
会
章
』
に
も
引
用
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
華
厳
関
係
の
文
献

を
検
索
し
て
、『
文
義
綱
目
』
が
注
目
さ
れ
始
め
る
経
緯
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
成
立
年
代
と
地
域
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
他
の
問
題
点
と
し
て
は
、
釈
経
題
目
に
紹
介
さ
れ
る
「
古
徳
解
」
が
法
蔵
の
『
探
玄
記
』
と
一
致
し
て
い
る

点
、
宗
趣
説
や
五
周
因
果
説
は
『
探
玄
記
』
と
異
な
る
点
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

一
次
資
料
の
表
記

Ｔ
：『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

Ｓ
Ｚ
：『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』

『
六
十
華
厳
』：
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』T

278

『
捜
玄
記
』：『
大
方
広
仏
華
厳
経
捜
玄
分
斉
通
智
方
軌
』T

1732

『
探
玄
記
』：『
華
厳
経
探
玄
記
』T

1733

『
文
義
綱
目
』：『
華
厳
経
文
義
綱
目
』T

1734
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『
華
厳
経
疏
』：『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
』T

1735

『
随
疏
演
義
鈔
』：『
大
方
広
仏
華
厳
経
随
疏
演
義
鈔
』T

1736
『
七
処
九
会
章
』：『
新
訳
華
厳
経
七
処
九
会
頌
釈
章
』T

1738
『
五
教
章
』：『
華
厳
一
乗
教
分
記
』T

1866

『
華
厳
経
旨
記
』T

1871

『
康
蔵
法
師
之
碑
』：『
大
唐
大
薦
福
寺
故
大
徳
康
蔵
法
師
之
碑
』T
2054

『
華
厳
経
伝
記
』T

2073

『
華
厳
経
感
応
伝
』：『
大
方
広
仏
華
厳
経
感
応
伝
』T

2074

『
刊
定
記
』：『
続
華
厳
略
疏
刊
定
記
』SZ221

『
圓
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』SZ245

参
考
文
献

池
要　
　
　
［
一
九
九
一
］	

「『
新
訳
華
厳
経
七
処
九
会
頌
釈
章
』
に
つ
い
て
」『
印
度
学
佛
敎
学
硏
究
』40/1

石
井
教
道　
［
一
九
七
九
］	

『
華
厳
教
学
成
立
史
』（
平
楽
寺
書
店
）

石
井
公
成　
［
一
九
九
六
］	

『
華
厳
思
想
の
研
究
』（
春
秋
社
）

　
　
　
　
　
［
二
〇
〇
三
］	�

「
華
厳
宗
の
観
行
文
献
に
見
え
る
禅
宗
批
判
─
慧
能
の
三
科
法
門
に
留
意
し
て
─
」『
松
ケ
岡
文
庫
研
究
年

報
』
17

　
　
　
　
　
［
二
〇
一
二
］	�

「
華
厳
宗
観
行
文
献
的
真
偽
及
其
産
出
年
代
」（
中
国
語
訳
：
李
子
捷
『
華
厳
研
究
』
1
三
秦
出
版
社
中
国
・

西
安
）
六
七
─
七
八
頁

ウ
ィ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム　

ダ
ニ
エ
ル

		


［
二
〇
一
七
］「
法
蔵
の
著
作
撰
述
年
代
の
再
考
」『
東
方
学
』
134

　
　
　
　
　
［
二
〇
一
七
］	

「
法
蔵
述
『
華
厳
発
菩
提
心
章
』
の
偽
作
説
」
華
厳
国
際
シ
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ポ
ジ
ウ
ム
北
京
大
学

　
　
　
　
　
［
二
〇
一
九
ａ
］	

「
法
蔵
撰
『
大
乗
起
信
論
別
記
』
偽
作
説
の
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考
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佛
教
史
學
研
究
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一
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の
研
究
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［
二
〇
二
〇
］	

「
法
蔵
述
と
伝
え
る
『
華
厳
経
明
法
品
内
立
三
宝
章
』
の
偽
作
説
」『
龍
谷
教
学
』
54

大
竹
晋　
　
［
二
〇
〇
七
］	

『
唯
識
説
を
中
心
と
し
た
初
期
華
厳
教
学
の
研
究
』（
大
蔵
出
版
社
）

鍵
主
良
敬
・
木
村
清
孝
［
一
九
九
一
］

		


『（
人
物
中
国
の
仏
教
）
法
蔵
』（
大
蔵
出
版
社
）

鎌
田
茂
雄　
［
一
九
五
九
］	

「
法
蔵
撰
華
厳
経
問
答
に
つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』7/2

　
　
　
　
　
［
一
九
六
七
］	

「
華
厳
経
普
賢
観
行
法
門
に
つ
い
て
」『
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
研
究
紀
要
』
25

　
　
　
　
　
［
一
九
七
八
］	

『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
）

金
知
見
編　
［
一
九
七
七
］	

『
均
如
大
師
華
厳
学
全
書
』（
後
楽
出
版
）

金
天
鶴　
　
［
二
〇
一
七
］	

「『
大
乗
起
信
論
義
記
別
記
』
의 

성
립
에
대
한 

재
검
토
」『Critical Review

 For Buddhist Studies

』
22

木
村
清
孝　
［
一
九
九
二
］	
『
中
国
華
厳
思
想
史
』（
平
楽
寺
書
店
）

木
村
清
孝
・
吉
田
叡
禮
［
二
〇
一
一
］

		


『
新
国
訳
大
蔵
経
中
国
撰
述
部
①
─
1
華
厳
宗
部
』（
大
蔵
出
版
社
）

小
島
岱
山　
［
一
九
八
二
］	

「『
妄
尽
還
源
観
』
の
撰
者
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
南
都
仏
教
』
49

小
林
實
玄　
［
一
九
七
六
］	

「
華
厳
法
蔵
の
事
伝
に
つ
い
て
」『
南
都
仏
教
』
36

坂
本
幸
男　
［
一
九
六
四
］	

『
華
厳
教
学
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
）

　
　
　
　
　
［
一
九
六
六
］	

『
国
訳
一
切
経　

和
漢
撰
述　

経
疏
部
六　

華
厳
経
探
玄
記
』（
大
東
出
版
社
）

櫻
井
唯　
　
［
二
〇
二
四
］	

「
李
通
玄
伝
の
形
成
ー
叡
山
文
庫
天
海
蔵
『
新
華
厳
経
会
釈
』
を
中
心
に
ー
」『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
22

　
　
　
　
　
［
二
〇
二
五
］	

『
華
厳
教
学
の
形
成
と
展
開
』（
法
蔵
館
）

舘
野
正
生　
［
一
九
九
四
］	

「
因
分
果
分
を
め
ぐ
る
法
蔵
教
学
の
推
移
」『
駒
澤
大
学
仏
教
学
論
集
』
25

　
　
　
　
　

�［
一
九
九
五
］	�

「『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
と
の
対
比
よ
り
見
た
法
蔵
教
学
の
推
移
」『
駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究

会
年
報
』
28

　
　
　
　
　
「
一
九
九
七
」	

「
法
蔵
華
厳
思
想
形
成
上
に
於
け
る
『
華
厳
経
旨
帰
』
の
位
置
」『
華
厳
学
論
集
』

　
　
　
　
　
［
一
九
九
八
］	

「
法
蔵
撰
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
の
研
究
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』47/1

中
西
俊
英　

�［
二
〇
二
〇
］	�

「
地
婆
訶
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
入
法
界
品
』
と
『
華
厳
経
』
諸
テ
キ
ス
ト
の
形
成
」『
印
度
学
仏
教
学
研
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究
』68/2

藤
丸
要　
　
［
一
九
九
二
］	

「『
新
訳
華
厳
経
七
処
九
会
頌
釈
章
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
龍
谷
大
学
佛
教
学
会
『
仏
教
学
研
究
』
48

　
　
　
　
　
［
一
九
九
五
］	

「『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
と
『
華
厳
経
旨
帰
』」
龍
谷
大
学
佛
教
学
会
『
仏
教
学
研
究
』
51

吉
津
宜
英　
［
一
九
八
五
］	

『
華
厳
禅
の
思
想
史
的
研
究
』（
大
東
出
版
社
）

　
　
　
　
　
［
一
九
九
一
］	

『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
）

キ
ー
ワ
ー
ド　

法
蔵
、
華
厳
教
学
、
文
義
綱
目
、
華
厳
経
伝
記
、
刊
定
記

註①　

註
釈
書
類
は
同
じ
十
門
構
造
よ
り
な
る
点
で
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
十
門
と
は
「
教
起
所
因
」、「
諸
蔵
所
摂
」、「
顕
教
分
斉
」、「
顕
所

被
機
」、「
能
詮
教
体
」、「
所
詮
宗
趣
」、「
釈
経
題
目
」、「
部
類
伝
訳
」、「
義
理
分
斉
」「
隨
文
解
釈
」
よ
り
な
る
。
著
書
の
間
に
僅
か
な

語
彙
違
い
や
順
番
の
入
れ
替
え
あ
る
。
そ
の
他
、
相
違
点
は
『
十
二
門
論
宗
致
義
記
』
に
「
義
理
分
斉
」
が
「
造
論
時
代
」
と
、『
起
信

論
義
記
』
に
「
造
論
時
節
」
と
、『
梵
網
経
疏
』
に
「
教
起
本
末
」
と
な
る
点
で
あ
る
。『
般
若
心
経
略
疏
』
は
「
略
疏
」
の
た
め
、
十
門

が
「
一
教
興
」、「
二
蔵
摂
」、「
三
宗
趣
」、「
四
釈
題
」、「
五
解
文
」
の
五
門
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
後
は
拙
論
［
二
〇
一
七
］
と
［
二
〇

一
九
ｂ
］
第
一
章
を
参
照
。

②　
『
華
厳
経
問
答
』
と
『
遊
心
法
界
記
』
は
石
井
公
成
［
一
九
九
六
］、［
一
九
九
七
］、［
二
〇
〇
三
］、『
密
厳
経
疏
』
と
『
華
厳
経
関
脈

義
記
』
は
大
竹
進
［
二
〇
〇
七
］、『
華
厳
経
問
答
』
と
『
普
賢
観
行
法
門
』
は
鎌
田
茂
雄
［
一
九
五
九
］、［
一
九
六
七
］、『
金
師
子
章
』

は
木
村
清
孝
・
吉
田
叡
禮
［
二
〇
一
一
］、『
起
信
論
別
記
』
は
金
天
鶴
［
二
〇
一
七
］、『
妄
尽
還
原
観
』
は
小
島
岱
山
［
一
九
八
二
］、

『
発
菩
提
心
章
』
と
『
起
信
論
別
記
』
と
『
三
宝
章
』
は
拙
論
［
二
〇
一
七
］、
二
〇
一
七
年
に
北
京
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
国
際
華
厳
学

会
の
発
表
［
二
〇
一
七
］、［
二
〇
一
九
ａ
］、
お
よ
び
［
二
〇
二
〇
］
を
参
照
。『
義
海
百
門
』
に
関
し
て
は
照
明
（
生
没
年
不
詳
）
が
大

曆
五
年
（
七
七
〇
）
に
撰
述
し
た
『
華
厳
経
決
疑
論
序
』
に
「
至
於
十
玄
六
相
、
百
門
義
海
、
普
賢
行
門
、
華
厳
観
及
諸
詩
賦
。
竝
伝
於

世
」（T

36, 1011c

）
と
あ
り
、
李
通
玄
（
六
三
五
─
七
三
〇
）
の
著
作
と
し
て
い
る
。
一
方
、『
華
厳
五
教
止
観
』
巻
末
所
収
の
『
終
南

山
杜
順
禅
師
縁
起
』
に
は
「
其
禅
師
述
華
厳
法
界
観
、
十
玄
、
止
観
、
義
海
等
章
、
見
行
於
世
」（T

45, 514a

）
と
あ
り
、
杜
順
の
著
作

と
し
て
い
る
。
櫻
井
唯
［
二
〇
二
四
］
を
参
照
。
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③　

石
井
教
道
［
一
九
七
九
］
三
三
〇
頁
、
木
村
清
孝
［
一
九
九
二
］
一
二
六
頁
、
木
村
清
孝
［
一
九
九
二
］
一
六
〇
頁
、
吉
津
宜
英
［
一

九
九
一
］
一
三
一
頁
、
吉
津
宜
英
［
一
九
九
一
］
一
四
一
頁
～
一
四
三
頁
、
吉
津
宜
英
［
二
〇
〇
三
］
一
五
二
頁
を
参
照
。

④　
『
華
厳
経
感
応
伝
』（T

51, 175c

）。

⑤　

舘
野
正
生
［
一
九
九
五
］
を
参
照
。

⑥　
『
華
厳
経
感
応
伝
』「「
天
授
元
年
、
華
厳
蔵
公
、
帰
覲
祖
母
到
曾
洲
。
牧
宰
香
花
郊
。
迎
至
二
年
、
請
講
華
厳
」（T

51, 176a

）。

⑦　
『
康
蔵
法
師
之
碑
』（T

50, 280b24

）。

⑧　

櫻
井
唯
「
二
〇
二
五
」
一
七
三
─
一
七
四
頁
を
参
照
。

⑨　

櫻
井
唯
「
二
〇
二
五
」
一
七
七
頁
を
参
照
。

⑩　

慧
苑
の
生
没
年
代
に
つ
い
て
は
坂
本
幸
男
［
一
九
六
四
］
六
頁
を
参
照
。

⑪　
『
華
厳
経
伝
記
』（T

51, 172b17

）。

⑫　
『
文
義
綱
目
』（T

35, 493b26
）。

⑬　

小
林
実
玄
［
一
九
七
六
］
を
参
照
。

⑭　
『
華
厳
経
伝
記
』（T

51, 167a14-167a17

）。

⑮　
『
華
厳
経
伝
記
』
地
婆
訶
羅
伝
（T

51, 154c18-154c20

）、
智
儼
伝
（T

51, 164a06

）、
曇
義
伝
（T

51, 166b08

）、
般
若
彌
伽
薄
伝

（T
51, 167a16

）、
德
圓
伝
（T

51, 171a19
）、
雑
述
第
十
（T

51, 172a17

）。

⑯　
『
華
厳
経
疏
』（T

35, 510b22

～510b23

）。

⑰　
『
圓
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』（SZ9, 516b20

～516b21
）。

⑱　

小
林
実
玄
［
一
九
七
六
］
を
参
照
。

⑲　

鎌
田
茂
雄
［
一
九
七
八
］
所
収
「
拓
本
妙
覚
塔
記
」
一
五
七
─
一
五
八
頁
を
参
照
。「
貞
元
己
卯
、
授
清
涼
國
師
號
」
と
「
歴
九
宗
聖

世
、
為
七
帝
門
師
」
と
あ
る
。

⑳　
『
華
厳
経
感
応
伝
』
に
「
幽
貞
以
有
唐
建
中
癸
亥
紀
」（T

51, 177c24
）
と
あ
る
。

㉑　
『
華
厳
経
感
応
伝
』（T

51, 173b06

）。

㉒　
『
刊
定
記
』（SZ3, 594a03

）、（SZ3, 594b16

）。

㉓　
「
纂
霊
記
」
と
『
華
厳
経
伝
記
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
坂
本
幸
男
［
一
九
六
四
］
二
二
～
四
五
頁
を
参
照
。
ま
た
、
普
瑞
の
『
華
厳
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懸
談
会
玄
記
』
に
は
「
言
纂
霊
記
説
者
、
以
華
厳
伝
記
五
巻
、
本
賢
首
集
。
文
有
十
章
、
一
部
類
、
二
隠
顕
、
三
伝
訳
、
四
支
流
、
五
論

釈
、
六
講
解
、
七
蜯誦
誦
、
八
転
読
、
九
書
写
、
十
雑
述
。
此
賢
首
初
集
、
後
経
修
飾
、
至
清
涼
時
、
有
二
家
並
賢
首
弟
子
。
一
靜
法
寺
慧

苑
法
師
、
修
五
巻
名
纂
靈
記
。
二
経
行
寺
慧
英
法
師
、
修
両
巻
名
華
厳
感
応
伝
。
又
近
四
明
居
士
胡
幽
貞
纂
成
一
巻
」（SZ8, 379b15

～

379b21

）
と
あ
り
、『
華
厳
経
伝
記
』
の
修
正
加
筆
版
が
「
纂
霊
記
」
に
当
た
る
と
す
る
。
た
だ
し
、「
纂
霊
記
」
は
「
賢
首
」
の
尊
称

を
用
い
る
た
め
、
慧
苑
の
著
作
と
す
る
の
に
は
問
題
が
挟
ま
れ
る
。

㉔　
『
随
疏
演
義
鈔
』（T

36, 110a14

）。

㉕　
『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』「
大
方
広
仏
華
厳
経
続
入
法
界
品
一
卷
（
十
一
紙
）、
右
大
唐
垂
拱
元
年
（
六
八
五
）
沙
門
地
婆
訶
羅
於
西
京

西
太
原
寺
訳
」（T

55, 381a18

ー381a20

）。
ま
た
、
小
林
実
玄
氏
は
『
文
義
綱
目
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
そ
の
撰
述
年
代
を
永
隆
元
年

（
六
八
〇
）、
す
な
わ
ち
法
蔵
が
三
十
八
歳
の
時
に
撰
述
し
た
も
の
と
推
定
す
る
が
、
そ
の
論
断
は
再
考
を
要
す
る
。
小
林
実
玄
［
一
九
七

六
］
を
参
照
。

㉖　
『
捜
玄
記
』
冒
頭
に
は
「
此
経
本
外
国
凡
有
十
万
偈
。
昔
晋
道
人
支
法
領
。
従
于
闐
国
、
得
此
三
万
六
千
偈
。
以
晋
義
熙
十
四
年
歲
次

鶉
火
三
月
十
日
。
於
楊
州
謝
司
空
寺
。
天
竺
禅
師
佛
度
跋
陀
羅
手
執
梵
文
。
訳
胡
音
為
晋
。
沙
門
釈
法
業
親
従
筆
授
。
時
吳
郡
内
史
孟
顗
、

右
衛
將
軍
褚
叔
度
為
檀
越
。
至
元
熙
二
年
六
月
十
日
出
訖
。
胡
本
至
太
宋
永
初
二
年
辛
酉
之
歲
十
二
月
二
十
八
日
校
畢
」（T

35, 13b26-
13c04

）
と
あ
る
。

㉗　

中
西
俊
英
［
二
〇
二
〇
］
を
参
照
。

㉘　

吉
津
宜
英
［
一
九
九
一
］
一
四
三
頁
を
参
照
。

㉙　
『
五
教
章
』、『
探
玄
記
』、『
華
厳
経
旨
帰
』
の
成
立
順
序
お
よ
び
十
玄
門
解
釈
に
つ
い
て
は
拙
論
［
二
〇
一
七
］
と
［
二
〇
一
九
ｂ
］

を
参
照
。

㉚　

均
如
（
九
二
三
─
九
七
三
）『
釈
華
厳
教
分
記
圓
通
鈔
』
に
は
「
此
章
与
綱
目
、
隨
儼
師
所
立
故
不
改
也
」
と
あ
り
、『
五
教
章
』
と

『
文
義
綱
目
』
は
智
儼
に
し
た
が
う
た
め
、
古
十
玄
門
を
用
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。
金
知
見
編
［
一
九
七
七
］（
下525a12

～525a13

）

を
参
照
。

㉛　
『
文
義
綱
目
』
が
述
べ
る
十
義
と
は
「
一
人
法
。
二
教
義
。
三
因
果
。
四
理
事
。
五
解
行
。
六
分
斉
境
位
。
七
師
弟
法
智
。
八
主
伴
依

正
。
九
逆
順
体
用
。
十
隨
生
根
欲
示
現
」（T

35, 501b

）
と
な
る
。

㉜　
『
七
処
九
会
章
』
に
「
此
上
十
門
中
各
有
十
義
。
一
人
法
、
二
教
義
、
三
因
果
、
四
理
事
、
五
解
行
、
六
分
齊
境
位
、
七
師
弟
法
智
、
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八
主
伴
依
正
、
九
逆
順
體
用
、
十
隨
生
根
欲
示
現
。
此
等
十
義
、
皆
、
同
時
相
応
成
一
縁
起
。
故
有
同
時
具
足
相
応
門
」（T

36, 719a

）

と
あ
り
、『
文
義
綱
目
』
に
「
此
上
十
門
中
各
有
十
義
。
一
人
法
。
二
教
義
。
三
因
果
。
四
理
事
。
五
解
行
。
六
分
齊
境
位
。
七
師
弟
法

智
。
八
主
伴
依
正
。
九
逆
順
體
用
。
十
隨
生
根
欲
示
現
。
此
等
十
義
、
皆
、
同
時
相
応
成
一
縁
起
」（T

35, 501b

）
と
あ
る
。『
七
処
九

会
章
』
の
偽
撰
説
に
つ
い
て
は
池
要
［
一
九
九
一
］
と
藤
丸
要
［
一
九
九
二
］
を
参
照
。

㉝　
『
七
処
九
会
章
』（T

36, 713a

）。
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